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3. 北見市役所

日時 2004年 8月 3日 10:30'"'-'12:00 

場所 北見市役所会議室

話し手 浦 昌哉氏(企画部企画課長)

近藤和雄氏(企画部企画課係長・企画担当)

聞き手 姉崎・光本・石山・伊藤・上田理・佐々木・佐藤革・佐藤克・滝ヶ平・星

北見市の概況

浦 まず北見の概況ということなんですが、みなさ

ん道内のご出身でしょうかワ北見という地名はご存

知でしょうか?実は、北見という地名というのは本州

の方に行きますとほとんど知られていないんですね。

私はたまたま関西の方に行っていたんですけれど、北

見ってどこ?といわれでも説明できないんですよ。北

海道の地図を見て、『右側にオホーツク海があってそ

こに網走という所があってそこから 50キロくらい内

陸に入ったところ』だといわないとみんな分かつてく

れないんですよ。『網走』は非常に知名度があるんで

す。何でみなさん網走という地名をご存知なんでしょ

うね?

伊藤刑務所。

総仰均l"IZ。

浦氏(左)・姉崎

と留辺薬町の石北峠から常呂町、オホーツク海までが

一つの自治体なわけです。ですから、行政としては目

浦 そうですよね(笑)。イメージとしては、やは 配りするとかそういう次元じゃなくなるかもしれな

りどうしても網走番外地というものなのかなと思い

ます。それで、知名度的には間違いなく網走です。だ

からどうだというわけではないんですけれどね。

北見についていいますと、北見の面積は 421km2です。

ですから北海道の中でも特別大きい方ではないです。

いま合併の話が出ているんですけれど、北見は 1市4

町で法定協の話が出ました。北見市・端野町・常巴町・

津別町・留辺薬町、この 1市 4町です。人口でいう

と1市 4町が集まっても 13万 9000人くらいにしか

なりません。約 14万人です。

北見市が 11万人ですから、 4町分で 3万人が増え

ている。面積でいうと 1市 4町合わせるとどれくら

いの大きさになると思いますか?

光本東京都くらいですか?

姉崎 23区くらい?

浦 東京 23区でたしか 680わがくらいだ、った気が

します。東京都で約 2000わがくらいだと思います。1

市4町合わせると 2200伽 2弱なんですよ。ですから

東京都とかと同じくらいの面積を持つー自治体がも

しかしたらできあがるかもしれないというわけです

ね。いまそんな動きになっております。端的にいう

いですね。

このあと網走と紋別にも行かれるということです

ので、まず管内の方からいいますと、管内の面積は 1

万700km2。面積の 70%くらいが森林です。北海道は

どこでもそうだと思うんですけれど、林業を中心とし

て発展してきました。その中で人口は約 34万人。人

口密度でいうと 1初12当たり 32人です。

最近はオホーツクというイメージの中で流氷観光

が出てきて、管内の観光客は年間 1000万人を超えて

いるんですけれども、そのうち北見はというと、なか

なかです。ここはどうしても滞在型というよりもどっ

ちかというと素通り型なんですね。直接ここに留まっ

て見るものもあまりないと、昔からそういう話がずっ

とされていたんです。ですから、網走に宿泊したり、

知床に行くだとか、そういうようなかたちだ、ったんで

すけれど、逆にここのところのメリットというのは、

国立公園でいうと三つ、大雪 ・知床・阿寒まで車でお

よそ 1時間から 1時間半で行けます。釘iI路も 2時間

強で行けますので、 2時間で四つの国立公園を回るこ

とができる。ということは、逆に、ここをベースにす

れば三つの国立公園は間違いなく行ける。ですから、
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いままでというのはどうしてもそこのところをずっ

と回るような観光しかできなかったんですけれども、

そうじゃなくて、ーカ所に留まって、そこから放射線

状に行ってもらう、 し、ま北見はそんなようなことを考

えながらやっているんですけれども、それもおいおい

話をしていきたいと思います。

北見で、全国一の生産量を誇っている物というと、み

なさんご存知ですかね?必ず食べられているものな

んですけれども。

石山 たまねぎ。

浦 そうです。たまねぎの作付面積ナンバーワンで

す。農業でいうとベースはやはりたまねぎ、小麦関係、

こういったものがベースとなります。

工業では、日本を代表するといいますか、北見工業

団地に京セラさんが北見工場を持っています。もとも

とは京セラさんじゃなくて別の会社だ、ったんで、すが、

それが合併してというようなかたちで京セラさんに

なっているんですけれども、携帯電話をいま道内に提

供しています。ほかにもメーカーさんが来て同じよう

に携帯電話をつくっているのですが、もともとは、こ

この気候というのはどちらかというと北海道の中で

も湿気のないと ころなんですね。北海道自体が湿気が

少ないですけれど、ここは海から若干離れているとい

うことで、非常に乾燥しているところなんです。ここ

何日かずっと暑くて、北見も 35度くらいになってい

るんですけれど、そういった中で、非常に空気が乾燥

しているという ことで、昔から精密機器、水晶振動体

ですとかそういったような類の工場が比較的多く入

ってきていま した。そういった流れを汲んだ中で、京

セラさんですとか東京電波さんですとかが企業進出

をしていただいてきております。

商業関係でいうと、ここはどちらかというと流通の

拠点となっております。管内の物資をある程度ここの

ところに集めてそこから持ってし、く。管内の流通の拠

点を占めていますね。

あと、さっき農業の中で、小麦の話をしましたけれど

も、実は北見が誇れるようなものがもう一つ、 地ビー

ノレがあるんですよ。みなさん飲んでいただけるかどう

か分からないですが、もしチャンスがあればぜひ、オ

ホーツクビールというのがありまして、これはかなり

の回数、金賞ですとかグランプリですとか、いろんな

大会で受賞しています。私がこんなところでPRしで

もなんですけれど、間違いなくおいしいです。 地ビー

ノレも一時期規制緩和があって、いろいろなと ころで出

そうとしてきま したけれど、なかなか最後までうまく

いっているところがない中で、北見の地ビールはかな

り有名になって、品質的にも決して引けは取らないと

思います。そういったビールをベースにして全国各地

のビールを一同に集めてビーノレ祭をやってみましょ

うかということで、 6年くらい前からドイツのオク ト

ーパーフェス トにならって、「全国ビール祭Jと。北

は北海道から南は沖縄まで、それに海外のビ、ール会社

も何社か入っていただいて、そういうようなイベント

もやっております。

それから、 北見はこういう気候ですので、日中はけ

っこう快晴ということで、太陽の光を何とか利用でき

なし、かということで、ソーラーエネルギーの研究もし

ております。これももう 10年以上前になりますけれ

ども、 日本で、初めて公道を使ったソーラーカーレース

をやりました。ですから最初は警察の方から相当いわ

れましたけれど、何とかやらせていただきました。二

度ほどやったんですけれど、三度目からはもうさすが

に許可ができないといわれました。あまりにも性能が

良くなりすぎて、時速90キロ以上出すのに軽量な車

体にしているものですから、事故があったときに責任

が取れないということで、警察はさすがにもう公道は

使わせてくれないことになりました。ですから、いま

もソーラーカーレースはやっているんですけれども、

通常の民有地のサーキット場みたいなところで、やっ

ています。鈴鹿ですとか男鹿半島ですとか石川県の能

登ですとか、そういったところでいろいろとレースを

やっていますけれども、 日本で、最初に公道を使ってレ

ースを行ったのはこの北見です。

姉崎 それは北見工大も?

浦 はい。北見工大さんも参加していただきました。

全国各地から参加していただいています。

だいたい北見のベースをいうとそういったような

ことですね。

姉崎 就業人口の構成はどんなふうになっているん

ですか?北海道はだいたい 1次産業が多くて 2次、 3

次が少ないということが一般的なんですけれど、そう

いう意味では2次も 3次も多いんですか?

浦 そうですね、2次も 3次もかなり比率は高くな

っております。

北見市の大学誘致構想

姉崎 それでは、少し対象が狭まりますけれども、

我々は大学、短大・専門学校も含めた高等教育機関に

焦点を当てていますので、その点でかなり予算も使い

精力的に大学を北見市に誘致されるという ことをな
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さってきたと思うんですけれども、これくらいの人口

規模のところで国立大学があり、今回札幌に戻ります

けれど北海学園北見大学があり、赤十字大学も近郊に

あったりして、自治体としては精力的に大学というも

のを入れて開発を考えていらっしゃってきたと思う

んですが、最初そのあたりの自治体と大学との関係に

ついてお話をうかがし、たいのですが。

浦 いまのお話で申し上げますと、みなさんのお手

元にお配りしております総合計画に町の進むべき方

向、こんなような町にしていくんですよということが

だし、たい書かれているんですが、その中で、昭和 40

年代に北見市は研究学園都市構想を立てました。その

前に、昭和 34年ですけれども、北見工業大学が国立

の 2年制の短期大学として開校しております。昭和

41年に四年制の工業大学に昇格しております。それ

以降、オホーツク圏、網走管内で、他に大学がなかった

ものですから、その研究学園都市構想の中で、何とか

文系の大学を誘致できなし、かということで。

その背景には、当時の学生たちが東京・札幌など地

元から外に出て行く、そうなったときに親御さんの負

担もかなりのものがあるということで、何とか地元に

工業系以外の大学を誘致できないかということで、そ

れこそ官民挙げて誘致期成会を立ち上げ、そこのとこ

ろで、誘致を図ってきたという経緯がございます。

その中で北海学園に対しまして昭和 48年に要請を

しまして、昭和 49年に設立期成会を発足させました。

昭和 50年に市役所の中に北海学園北見大学の設立準

備室を開設しております。国の動きとしては設置基準

が大幅にきつくなっていたはずです。北見も相当苦し

いという話を受けたようなんですけれども、何とかそ

このところをクリアして、昭和 52年の 4月に北海学

園北見大学が開校しています。

その後さらに、短期大学を設置できないかというこ

とで、同じく誘致期成会を昭和 55年に発足させまし

て、いろいろと運動を行い、昭和 59年の 4月に短期

大学を開学しております。

北海学園北見大学の撤退とその後

浦 短期大学の方は残念ながら昨年の段階で卒業

生を全部送り出して幕を閉じたというかたちになっ

ています。四年制の大学につきましでも、今年の 4

月の段階で、学校法人北海学園の方が平成 18年度に

本学機能を札幌の方に移しますということになって

おりますけれども、北見の現校舎はキャンパスとして

残して活用していただけるというお話をうかがって

おります。

私どもとしましでもJ、ままでの大学は 4年間そこ

のところに住んで学ぶというかたちだ、ったかと思う

んですけれど、そうではない別なかたちで短期集中の

カリキュラムとか、例えば特区構想、の中でそこだけを

一つ特区にして外国語教育だけ一貫して、例えば 1

カ月 2カ月の集中講義を組んで、みるとか、そういった

ような使い方ができないのか。ま、これは自治体だけ

でできるわけではありませんので大学側に対しても

要請はしていくんですけれども、そういったようなか

たちで新しい大学の姿を探ってみれないかというこ

とでいろいろとお話はさせていただいています。

姉崎 いまのお話は、大学ともまだ非公式だけれども

話合いはされているということですか?

浦 はい。ですから学校法人北海学園さんは何らか

のかたちで北見キャンパスとして使えるように活用

したいと。その中で市としても学生がある程度残って

くれるようなかたちということで、いろんなかたちを

模索しながら話を進めさせていただいています。

日本赤十字北海道看護大学

浦 北海道看護大学は日赤北海道支部が四年制の

看護大学を北海道にっくりたいとしづ構想を平成 5

年に打ち出したわけなんですけれど、そのときに候補

地となるのが赤十字病院のあるところだったんで、す。

それで北見も、それであればということで名乗りを上

げました。その他にも伊達と栗山にも赤十字病院があ

るので、それらの地域も名乗りを上げたわけです。北

見は同じように誘致期成会を設立して誘致運動を繰

り広げ、平成 6年の 3月に北見に大学を設置します

よというかたちで決定しました。

そのときに、北見はたまたま時期を同じくして地方

拠点、都市の構想があったわけです。この地方拠点都市

構想、というのは、いままでは大都市への一極集中が過

度になってきたという現状があるものですから、北海

道でいうと札幌ですけれど、 47都道府県の中でーカ

所ないし二カ所くらいの地方都市にある程度の機能

を集中しましようという国の政策が打ち出されたわ

けです。そこのところで拠点地域に指定をされること

によってかなりの優遇措置が受けられるような状況

になったわけで、北見も北見市、網走市、それから端

野町、美幌町、女満別町、この 2市 3町でオホーツ

ク地方拠点都市地域というものに名乗りを上げて指

定をいただいたわけです。

大学と何が関係あるかといいますと、本来的には大
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学に対する市政については自治体は通常国の補助の

類はまったくないんです。それが地方拠点都市の指定

を受けたことによって補助金に対して起債措置を受

けられますとし、う優遇措置があるということが拠点

都市の中にあったものですから、北見市としては日赤

看護大学の設立にあたって29億円の寄付金と補助金

を出しておりますけれども、その中でかなりの額を起

債で、賄ったという経緯があります。そういった中で平

成 11年に北海道看護大学が開学しまして、その後昨

年に大学院が開設されたんです。

北見工業大学は国立ですので、開学にあたって自治

体がというようなことはなかったんですけれども、残

りの三つ、北海学園北見大学、短期大学、それから日

本赤十字北海道看護大学については自治体側として

の補助なり何なりというかたちでの支援というのは

ございます。

大学誘致運動の効果

姉崎 誘致などに中心となられた市民の方々あるい

は産業界の方々はどんな方が中心になっておられた

のかということと、自治体がそれ相応の寄付をしたり

するわけだから議会にかかりますけれど、議会の方の

対応はどんなふうだったのかということをお聞きし

たいんですけれど。

浦 まず構成ですけれども、誘致期成会の会長は前

市長かと思います。そこのところは行政が前面に出て、

それから市内の経済団体の方は主立つた方々は入っ

ていたかと思います。こういうようなかたちで官民を

挙げてとりくんだわけです。

あと、議会との対応というのは、これはもちろん行

政ですので、北海学園北見大学のときもそれから看護

大学のときも、それぞれ設立準備室というのを設けま

して、その中で行政的に進めさせていただきました。

こういうようなかたちになっております。

上回 そのときは議会は両手を上げて賛成というか

たちだ、ったんですか?

浦 北海学園北見大学のときは、私は直接携わって

いませんけれども、当時のやつを紐解きますと両手を

上げて賛成でした。看護大についても同じようなかた

ちで賛成はしていただきま した。当時は、それこそ大

学を誘致するのも自治体の活性化の起爆剤のーっと

いうことだったんじゃなし、かと思うんです。昨日ちょ

っと面白い新聞記事が出ていたんですけれど、朝日新

聞お読みになりました?r私大誘致町おこし 夢破れ
たり」という記事です。

光本 北海道は載っていなかったように思いました

けれど、全国的な問題ですよね。

姉崎 リゾート開発と同じ。

浦 かなりこういうようなかたちで地方自治体至

るところで大学誘致が行われているんですけれど、こ

の前のニュースを見ますと、 2007年には希望者は全

員大学に入学できるような状況になるというような

ニュースも出ていましたし。

当時、議会サイドとしても、地域おこしの一環とし

ての大学誘致というのは有効手段だ、ったと思います。

間違いなく学生さんが 4年間いるわけですから、そう

すると、住むところが間違いなく必要になって、食べ

るもの、着るものそして遊び。そういったような状況

を考えますと、経済波及効果というのはかなりのもの

があるはずです。

姉崎 まだその意味では続いている看護大はこれか

らですし、北見大学の場合は学圏内部の問題が多かっ

たように思うんですけれど、経済効果は当然大学を立

地するときに生じますけれど、そろばん勘定だけでは

ないような、ある種の文化的教育的な波及効果みたい

なものがなかなか数字に出てこないという問題もあ

ったりします。自治体側から見たときにそのへんをど

ういうふうに評価されているのか。つまり、実際先ほ

どのような状況になって、夢破れたことになったのか、

それともそれなりの効果を持ってきたというふうに

考えていらっしゃるのか。

浦 効果としてはたしかに、それなりに町に出てい

ます。結果と して一部紅一点の状況になったというの

はございますけれども、看護大学さんですと、いまニ

ーズになっているような看護の人材を育てるという

ことで、卒業された方は地元ばかりじゃなくて全道各

地、そして全国に行って活躍をされるということです

から、これは間違いなく北見市にとって有益なことで

あるというふうに考えています。それに、町にとって

もやはり若い方が学生さんたちがし、るというのは非

常ににぎわいがあるような感じがしますよね。街が活

き活きしている。そういったような街のイメージとい

うかたちで考えたときに、学生数の減少というのはち

ょっと厳しし、かなとし、う気はするんですけれども、そ

れには工大さんも看護大さんもまだおりますので。た

だ、学生さん自身が最近あまり街が魅力なくなったと

いうか街に出てこなくなったという気がしますね。

光本 以前と比べてそういう傾向があるということ

ですか。

浦 私のところの子どももそうなんですけれど、外

- 92-



北見市役所

に出ていってというより家の中でテレビゲームをし

ているのが多い気がするんです。どうなんでしょうね、

これは本当に。大学生でもどっちかというと街中にあ

まり出なくなったのかなと思って。買い物とかもコン

ビ、ニで、ばっぱっと済ませてしまって、それこそゲーム

じゃないですけれど、家の中で音楽を聞いている方が

楽だという、そんな生活になっていると思うんですけ

れども。

上回 以前だったらいろんな飲み屋さんで会ったり

とか。

浦 ええ。楽しみもあまりなかったでしょうしね。

変な話、私らが学生の頃には 4畳半か 6畳でテレビ

も満足になかったものですから、かえって町に出た方

がおもしろし、かなって感じで、ずっと出ていたような

記憶があるんですけれど。

姉崎 人口的には 3大学合わせると関係者も含めて

いうと相当な比率になるんじゃないですかね。それか

ら、にぎわいの問題もあるし、ある種の波及効果、室

蘭工大は道内の出身者が多いんですけれど、北見はか

なり道外からたくさん来られたり、日赤の場合も相当

外から来られているということもあって、そういう全

国型で集まってこられて、そこがもたらすプラスアル

ファというか、そのへんはどう見てらっしゃいますか。

浦 そうですね。全国から来ていただけるというの

は非常に嬉しいことだと私たちは思っています。

その方たちが 4年間なりの大学生活を終わってこ

の地域に就職するということだけでなく、先ほどもい

いましたように、道内、それから全国いろんなところ

に出て行って活躍をしていただけるということであ

れば、北見から出てきた学生たち、学んだ学生たちが

これだけのことをできるんだよ、やってくれるんだよ、

とそういうものを身をもって示してくれる。本当にみ

なさん北見市のメッセンジャーになっていただける

んですね。北見はどんな街だ、ったのと聞かれたときに、

4年間の経験の中で実はこんな街だったんですと、そ

うやっていっていただけると、我々がし、くら PRする

よりもずっと良い PRの方法になると思うんです。

ですから、地元の方ももちろん大切ですけれども、

全国各地いろんなところから来ていただいてそこの

良さを知っていただいて、そして全国各地に飛び出し

ていっていただけると。こういった部分というのは本

当に費用には換算できないような間違いない PR方

法だと思っています。

大学との協議、市側の対応

姉崎 そうすると、少ししつこくなりますが北海学園

北見大学が札幌に移転してしまうというのはどんな

ふうに受け止められていらっしゃるのですか。

浦 やはり厳しいですね。北見の PRとして人口

10万人規模で、四つの大学を有する研究学園都市で、す

よと、ずっとこういうようなかたちで PRをしてきま

したので、その中の柱の二つが欠けてしまうのはきつ

い部分ではあります。大学というのは間違いなく知的

な財産であるわけですから、そこの部分の一つが欠け

てしまうと、北見のことでいいますと、工業系があっ

て文科系があって、新たに看護系ができあがってと、

まったく違う分野ですので、そこの中でいろんなとり

くみができる、そういうようなことをずっと PRをし

てきましたので、そこの中でいうと影響は大きい気が

しますね。

光本 以前、短大が廃止されて、当然そういうことが

起これば次は北見大学の方もどうかとし、う懸念はさ

れていたんじゃなし、かと思います。この問、大学と、

北見市に残ってもらうためのいろんな折衝ですとか

協議ですとか何かそういうことは具体的にあったん

でしょうか。

浦 私どもとしましては入学定員が平成 11年度を

境に減少傾向になってきたものですから、このままじ

やどうしても落ち目になってしまうということで、対

策というようなかたちで、ずっと考えてはきておりま

した。その中で行政として各種のこともやってまいり

ましたし、協議会を設立しましてその中でいったい何

ができるのだろうかと。そういったような中でいった

ん決めていろいろなことをしてまいりました。平成

15年度から私立大学に入学する新 1年生を対象に北

見市独自の奨学資金を出す制度を設立しました。私立

大学ですので北見大学と看護大学の 2校しかないの

ですけれど、年間 60万円を限度に奨学金をお貸しす

る。利子については無利子とします、その部分は北見

市が利息については補填しますと。簡単にいうとこう

いった対応です。

上田 これは人数制限は。

浦 人数は二つの大学合わせて 50名ということで

す。

光本 協議会といわれましたけれど、市と大学の協議

会ですか。

浦 市と大学とそれから民間も入った中での協議

会です。

光本 北海学園と市ですか。それとも看護大学も入っ
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ているんですか。

浦 いえ、看護大は入っていません。

姉崎 先ほどの大学の内部の決定でキャンパスを活

用するということを決められたと思うんですけれど、

こういう協議会の中でそういう方向に、全面撤回では

なくてある程度残して、というような成果にもなった

ということですよね。

浦 そうですね。私どもはある程度大学運営のこと

を話して、最終決定は大学です。大学としては、北見

の熱意でこちらの方に来ていただいていますので、定

員がある程度減になったからすぐ撤退ということじ

ゃなくて、新たな方向をいっしょに行政と考えさせて

もらえないでしょうかと、こういうふうに私どもは受

け止めています。ですから、私立大学としての採算で

すとか何とかということでそのまま帰りますという

ことではないと理解しています。

光本 協議会に入る北海学園側というのは学校法人

の方ということになりますか。大学の代表者ですか。

浦 北見大学の代表者ですね。

光本 そうすると学校法人北海学園の方からは特に

加わっていないということですか。

姉崎 北海学園は学校法人としては豊平にある北海

学園大学と北見大学と、その上に学校法人があるもの

ですから、学園全体の決定としてそういう決定になっ

たんじゃないかということは北海学園の先生方に少

しは聞いてはいるんですけれども。

浦 そこら辺のことは、学校法人北海学園さんの決

定ですので、私どもの方がお話しできる内容じゃない

ですね。

姉崎 そうすると、北見大学の方がこの協議会にもし

出ていらっしゃるなら、多少そういう、札幌の声より

は少し温度差があって、より強くそういう地域のこと

を考えていらっしゃると。

浦 もちろんそうですね。そうだと思っています。

私どもの組織としては、北海学園大学と北海学園北見

大学というものは全くの別物で、学園の北見キャンパ

スでもないです。ですから全く別組織ということで、

今度平成 18年に立ち上げるのも別の大学だと聞いて

おります。ですから、協議会に入っていただいた先生

方も何とか残れるようにと。

先ほどの奨学金の以外にも、何とか地元の北見市民

に対して地元の大学だということを PRするために、

私ども市の職員が出向いて行って、まちづくりとかそ

ういったものが方針になりましたし、なるべく北見に

こういった大学を残すことが必要なんですよと PR

はしたつもりだったんですが、どうしても入学者数の

減少というかたちになり、定員割れが続くので国の補

助金が受けられない状態だということで、そうなって

きたときにはご自分たちが全部出すことになるので、

そうなると大学の経営内容について私どもがどうの

こうのというのはなかなかできることはないで、す。他

のところでたまたま運営費補助をしている学校もあ

るかと思いますけれども、北見大学では学校を増設す

る時の資金ですとかそういったものについての補助

はしておりますけれども、通常の運営費に対する補助

というのは行っていないですね。

市の財政補助

光本 ちょっと古い話なんですけれど、 1988年から

1992年まで 「私立大学教育振興補助金Jというもの

を、これは短大の方かな、に支出されていたと思うん

ですが、これは運営費補助とはまた別のものですか。

浦 それは全然違うものです。

光本 具体的にどういうものに対しての補助でしょ

うか。

浦 短大の開設に対する補助というようなかたち

です。昭和 57年、それから、私立大学振興補助金と

いうことで昭和 63年から平成 4年まで、毎年 2000

万円ずつを、これも学科増設というような名目で補助

をしていたということです。

光本毎年学科増設ですか。

浦 本当は単年度でお支払いするものなんですけ

れど。

光本 分割してということですか。

浦 それは実は北見市という行政単位の理由です。

光本 日赤の方にも開学段階での土地の無償譲渡で

すとか設立支援事業費充当分とかいうようなことで

いろいろと補助されていますけれども、開学後も大学

支援事業費充当分というのでしょうか、こういった名
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目でかなりの額を補助されているというふうに新聞

には載っていたのですが。

浦 本来的にはいっぺんに大学の方には支払って

いるんですけれども、その部分を行政内部で手立てを

したものですから。実は行政の中にはいろいろ基金が

ありましてね。一般の家庭でいうと貯金ですね。例え

ば、株式を買うための貯金ですとか家を買うための貯

金ですとか、そういう貯金というような意味合いで目

的基金というのを持っているんです。その目的基金と

いうのはその目的のためだけにしか使用できないと

いうことです。それを支援のために一時借りました。

で、毎年それを借りた分を戻していきますというのが

そこの部分なんですね。

光本 じゃあ、具体的には大学に行くんじゃなくて借

りた分を市の中で基金の中に戻していくための費用

だということですね。

浦 そうです。大学の方にはもう一括で、行っている

わけです。そこは分割じゃなくて。

光本 では日赤に対しては設立のときにお金は行っ

たきりだと。それ以降は助成はしていないということ

になるわけですか。

浦 はい、日本赤十字大学は約 100億円。そのう

ち道が約 25億円。北見市が補助金と寄付金を合わせ

て50億円、残りは日赤、こういうかたちになってい

ます。先ほど土地の無償譲渡といいましたけれども、

用地、造成を含めて 5億 5000万円くらいですか。

姉崎 住民の問の土地投資というようなことをニュ

ースで見たりしたんですが、それはそういう結果の上

でいまのところに立地造成をされたということです

か。

浦 地方拠点都市というところで北見市が指定の

地域ということで指定を受けたわけなんですが、その

指定の地域というのが北見市の駅前ともうひとつ北

見から札幌寄りに向かったところに相内地区という

ところがあるんですけれど、そこのところを藻岩地区

といっているんですね。モイワスポーツワールドとい

うスポーツ施設が集約されたところがあるんですけ

れども、そこのところを文教スポーツ地区というかた

ちで当初は指定を受けました。そこのところに大学を

立地をするという予定だ、ったんです。

光本 パークゴ、ルフ場があるところですか。

浦 そうです。そこのところに大学をつくる予定だ

ったんです。それがし、ろいろありましてそこのところ

ではなくて現在のところに移すということになりま

して、そこでその拠点地域の変更ということも出てき

ました。住民との関係といいますと、当初は相内地区

に行くという話だったのがこっちに来るということ

で、そこの部分ではどうしてなのかという議論はあり

ましたけれど、いまの地区に来ることに対してそこの

住民の方々が何か、ということはないです。先ほどい

いましたように、補助金の部分はある程度起債なりで

補填することができたということで、どうしても拠点

地域の指定とそれも必要だ、ったということです。

政策優先順位と市側の体制

姉崎 自治体が財政的に厳しい中で優先順位を政策

的に決めるときに、文教型のものはいま後退している

場合が多いので、そういう点でいうと勇断というか、

熱心にずっとやられてきたということではあるけれ

ども、それに対して不満を持っていたりする方も多少

いるんじゃなし、かと外から見ていると思うんですけ

れども。

浦 北見大学の頃はまだどちらかというと右肩上

がりの経済成長だ、ったと思うんです。看護大学の方で

いいますと、これもバブルがはじけた後に日本の経済

を何とかしようとして国がかなり総合経済対策とい

うことで、かなりの年度にわたって毎年補正予算をか

けながらカンフル剤ということで景気を上げよう上

げようと、相当地方自治体は国のお付き合いをして、

無理をして背伸びをしてきた状況です。

そういったところの中で、いまおっしゃられる社会

資本、インフラ整備は相当数のボリュームで毎年でき

ました。こんな話をするのも変なんですがJ、ま 3300

どこの自治体でもかなり厳しい状況になっていると

いうのが間違いなくその結果なんですけれども。です

から、文教にかけてとかいうことではなく、そういっ

た部分でインフラ整備を行うことについて住民の方

たちからクレームがあったとか、そういうことはござ

いません。

いまとなってはちょっとかけ方がというのはある

かと思うんですけれど、その当時としてはありません

でした。それがたしかに国の政策の一つだったわけで

す。国は、ある程度借金してでもいし、からインフラ整

備しなさいよ、その借金した部分については国は交付

税の中で償還金を補填してあげますというのがずっ

と続いてきました。変な話ですけれど、 GATTのウル

グアイラウンドの合意の中で、農業関係を重視しなさ

いということで、農業予算の中でできないものはあの

当時はほとんど何もなかったんですね。農業関係予算

の中で道路もできるし、いろんなところにある公営温
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泉ですとかもけっこう農業予算の関係でできている

部分もあります。そういうようなかたちで建物を整備

して、それを起爆剤として日本経済をうまく成長の方

に持っていこうという当時の国の政策だ、ったんです。

地方自治体もそれにならえをしてというようなかた

ちで同じような政策をしてきました。

ですから、いまでいう優先順位ですとか選択ですと

かそういうような概念というのは当時は全くなかっ

たという感じですね。一部その中で何でもできなし、か

ら選択はしていたんですけれど、し、まみたいな優先順

位をつけていたとか事業評価としていたとかそうい

った動きというのは当時はまだなかったですね。

光本 優先順位というふうに考えた場合、先ほどから

だいぶお話がありますように、北見市の場合学園都市

構想以来、大学というものを地域の核として重視して

きて、段階的に整備を進めてこられた。ですから、こ

れまでの流れからいうと、市政における優先順位とい

うのは必ずしも低くはないと思うんですけれども、実

際に大学が減少するというような段階になって、市政

の中での位置づけといいますか、今後はどういうふう

になさっていこうというふうに考えてられるのかと

いうことと、それから、市側の体制はどうなさってい

るか。大学に対しての窓口というのは専ら企画部企画

課こちらだと考えてよろしいのでしょうか。

浦 たまたま四つの大学の中の二つが欠けるよう

なかたちになってしまったんですけれど、あくまでも

北見は文教都市、研究学園都市とし、う構想、をベースと

してこれからも続けてし、かなければならないと思っ

ています。ただ、こればかりは行政としての組織の決

定ですので、それよりも先にいまの状況の中で別のも

のに優先順位があるということであれば、他の方向に

舵を切る場合があるかもしれないと思いますが、いま

の順位の中では、それは間違いなく柱の一つの大きな

ものであると考えています。

それと、窓口が企画ということなんですけれど、こ

れはあくまでも大学としての窓口はすべて企画部所

管でしますと。ただそこの中で、例えば、北見工業大

学は産業振興の関係、産業クラスタですとかそういっ

たこともありますので、それは所管部のところで持ち

ます。私どもの場合で申し上げますと、商工部の中で

産業振興課というのがございますので、そこのところ

でそういうかたちになっています。

光本 看護の方も、例えば医療職員の計画的養成です

とかそういったのは市としてはあるんでしょうか。

浦 市の中には看護大学と直接携わっているセク

ションというのはまだないんですが。ですからそうい

うふうに企画課の方で窓口となっている、こういうか

たちです。

光本 所轄する部署が、諸政策のそれぞれかかわるか

らそれぞれバラバラになっていると思うんですけれ

ども、大学政策あるいは高等教育政策として一本その

筋を通す、そのために産業政策や看護とかいろんな分

野をバラバラに見るんじゃなくて、それらとかかわり

があるんだけれども、大学や高等教育政策としていっ

たん束ねて、その中の産業にかかわる部分とか看護に

かかわる部分とかそういうふうに見る見方があると

思うんですけれども、そういったふうにはなかなかな

りそうもないということですね。

浦 もちろん政策として一つのものを打ち立て、そ

れが施策となって枝分かれしていくときに、どういっ

たようなところが中心となってやっていくのかとお

っしゃられているんだと思うんですけれども、それに

ついては、例えば、共同研究産業クラスタ関係につい

ては産業振興課がやりますよ、医療関係の部分につい

ては保健福祉部が看護大の方と中心となってやりま

すよと。そこのところの一つの大きな政策として、大

学といっしょになってどういうまちづくりを進めて

いこうかということは企画部が中心となってやるか

たちになっておりますので、工業大学とは共同研究セ

ンターを含めていろんな研究をしております。看護大

学の方とはまだ実際にそこまでのところには至って

いないというのが現状なんです。看護師を含めて人的

な養成をするところですので、なかなか共同研究とい

うようなかたちまではいまのところはいけていない

のかなと思います。ただ、介護ですとかそういった分

野に関してこれから共同研究をやっていける部分と

いうのは数多くあると思いますし、看護大だけではな

くて看護大と工業大学と合わせてそれに市がいっし

ょになったかたちでの研究はこれから間違いなく増

えてくると思います。

光本 企画課の方と工業大学とで何か協議されたり

とか、そういうことはあるんですか。

浦 企画課の方と工業大学の方というのは、工業大

学の地域共同センターというのがございますので、そ

こに対する窓口を企画課がやっております。

地域の大学との連携

姉崎 先ほどクラスタの関係のお話が出ましたけれ

ど、地域の大学との共同の接点、やられている事業な

どを今後どういうふうに増やしたりされるのか。
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浦 具体的なとりくみでは、工業大学の地域共同セ

ンターがやはりメインになっています。それぞれ共同

研究ですとか、一般企業を含めていろんなかたちで共

同研究をやっていただいておりまして、年間 100本

弱くらい共同研究をされております。そのような中で

行政とのかかわりでいいますと、市といたしましでも

バイオマスです。北見でも下水の処理場がございます

ので、そこから発生するメタンガスを有効に利用でき

なし、かということで、工大といっしょに共同研究をや

っております。さらに、オホーツク海沖にメタンハイ

ドレードというのを聞いたことがあるかと思うんで

すけれど、海中の土のところにシャーベット状の天然

ガスがあって、それを海底から引き上げて天然ガスと

して利用したいと、こういったような内容のことを、

いま工業大学と市と民間企業とがし、っしょになって

研究を進めております。

今後の方向ということですけれども、大学で持って

いるデータというものは相当莫大なものだと思いま

す。いままで大学というのは、あまり表には出そうと

してこなかったところもあると思いますので、我々も

そうなんですけれども、通常民間の方たちは大学はい

ったい何の研究をしているのかというのが見えてい

ないと思うんですね。こんなことあれば助かるんだけ

れどなと思っていても、どこにそれを持っていけばい

いのか分からない。そういう部分があったと思います

ので、なるべくそういったものをオープンにして大学

で、行っている研究がすごく身近なものになれるよう

なかたちを考えていければと思います。ですからそれ

は工業大学しかり、あとは看護大学も同じようなかた

ちですよね。そういったようなかたちで、いまの街中

のニーズ、を何とか吸い上げ、そこの接着剤を行政があ

る程度担わないといけないのかなと思います。

政策への大学教員の関与

姉崎 政策決定をやる場合に、国もそうですけれど、

審議会や専門的な委員会をいろいろ立ち上げてそこ

で議論をしてそれをもう一回政策に移すということ

が多くなっていますけれど、自治体としてある種の方

向性をつくっていくときの委員会その他には、ある程

度地域の大学の先生方は参加しておれらるのでしょ

うか。

浦 審議会は全部が全部じゃないですけれど、大学

の先生方は相当数お入りいただいています。総合計画

をだいたい 10年間隔でつくりますけれども、その総

合計画審議会の中にも大学の先生方も入っていただ

いています。同じように、都市計画審議会の中にも入

られておりますし。いろんなところに大学の先生は入

っていただいております。

姉崎 それはこの地域の大学というよりは全道レベ

ノレの大学ということですか。

浦 ほとんどがこの地域のというかたちです。です

から地元の大学の先生です。

上回 3大学 1短大で均等に、という感じですか。

浦 そうですね。何十人規模の大きいところになり

ますとだいたい 1大学で 1人、ですから、 3大学で3

人。それが 10人規模くらいになりますと、それぞれ

の専門性を持たれているようなところで 1人とか 2

人とかそういうようなかたちです。

逆に大学の先生方も、独立行政法人になったときに

自分たちがやっていることを外にある程度見せてい

かないことには、いったい何を研究しているのって聞

かれたときに困るようになると思いますのでーーすみ

ません、こんなこと申し上げて一一それで、どんどん

こうやって外に出てきていただいて、私はこのような

研究をしていますよということをいっていただける

ようになってきたと思うんです。どうしても私たちが

考えているイメージでいうと、一昔前の大学の先生は

研究室に閉じこもって研究に没頭しているというの

が大学の先生だというようなイメージだ、ったんです

けれど、やっぱりだんだん変わってきているんじゃな

いかと思いますね。

姉崎 工大は特にそういうことを熱心にやっていら

っしゃるんですか。

浦 そうですね。工大の先生は非常に熱心ですね。

本当にいろんなところに来ていただいて、自分たちは

こんなような研究をしているというようなことをい

っていただいています。
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市民と大学一一大学振興協議会

上田 たぶん大学と接する機会の多い職場にいらっ

しゃるのでそういうふうに大学教員のイメージが変

わってきたなと実感されていると思うんですが、北見

市民にとっては大学のイメージというのは変わって

きているんでしょうか。

浦 難しい話ですね。北見市民にとってですか。市

民の方が直接大学の先生とお話しするというような

ことはやっぱりございませんね。

上田 先生方が市民活動に参加されていくような。

浦 そうですね。どちらかというと大学の先生とは

研究発表みたいなかたちで、何とか研究発表会だとか

何とか講習会だとかいろいろやられていますよね。そ

ういうのに出席していただく方は大学の先生のこと

は分かると思いますけれども、出られない方はなかな

か大学のイメージはつかめないと思し、ます。そして逆

に、審議会だけじゃ難しいのかもしれないですけれど、

どんどん企業なりの中でいろいろと入っていただい

て、それを一つのきっかけとしてまた別なところへ行

っていただく、そういったかたちがおそらく今後増え

ていくんじゃなし、かなという気がします。なかなか市

民の方に対して直接、私こういうことをやっています

よということは難しいですね。

上田 先ほど、北見市民に対して地元の大学であるこ

との PRを市役所の方でも積極的にされたというこ

とをおっしゃっていたんですが、それは例えば、地元

の高校生が北見の3大学 1短大に進学するようにPR

をしたという理解でよろしいんですか。

浦 本来的には北海学園北見大学の振興キャンベ

ーンの中の策の一環だ、ったんですけれど、そこだけを

というわけにはし、かないですから、それで先ほどの奨

学金も私立大学というかたちで活用しましたし、そう

いうようなことで市内の高校を、私どもを含めて回っ

ています。そしてなるべく学園大学、いし、かえれば地

元の大学という言い方をするんですけれども、先ほど

ちょっと抜けたんですけれども、北海学園北見大学振

興協議会というのを平成 14年に立ち上げました。

光本 何回くらい開催されたんでしょうか。

浦 平成 14年のときには 3回ほどやっています。

姉崎 どんなことが話題に上るんでしょうか。

浦 いろいろやったんですが、かなりの項目数が出

まして、それぞれいろんなところに発送してみましよ

うということで、こんなようなパンフレットもつくっ

てやったりとか、北見市の封筒のところにも研究学園

都市ということで封筒の下に工業大学と北見大学、看

護大学ということで名前を書かせていただきました

し、検討した結果、 25くらいのアイデアを実施して

います。北見は高知市と姉妹都市になっているもので

すから、昨年は高知の高校にも出向きまして、何とか

北見大学のほうに来ていただけなし、かということで、

市長にお会いしまして、高校で北見の PRとともに学

園大学の PRもしてきました。

光本 協議会自体はもう解散ですか。

浦 いや、解散はしておりません。

光本 今年度もまだ継続してやっておられる。

浦 継続はしておりますけれども、今年度はまだ会

合は開いておりません。

光本 でもやらないわけではないということですか。

浦 まだどういうようなかたちになるかははっき

りとは決まっておりませんけれども。

学生のまちづくりへの参加

姉崎 大学が見える見えないということでは教員も

そうですけれど、学生が先ほどあまり出てこないんじ

ゃなし、かというお話がありました。函館に行ったりす

ると、公立未来大が地域のまちづくりの中に学生が参

加するかたちでお祭などに参加するとか、各地でそう

いう地域再生の中に大学が一役買うというような動

きもあったりするんですけれども、そういうようなも

のはおのアイデアの中に含まれているんでしょうか。

3大学が街に出てきて自分を見せるというか、そうい

うようなことなんですけれど。

浦 3大学問の連携ではありますが、 3大学がまと

まって北見の街中に出てくるということは具体的に

はこの中に出ていないんです。けれど、学生間交流会

というのがございまして、それが 3大学の学生さんた

ちが集まりまして、各種イベントにかなりお手伝いを

していただいていたというのは前からやっておりま

した。

光本 それはいまもあるんですか。

浦 いまは休眠状態ですね。

光本 ホームページで少し昔やっていたのは拝見し

たんですけれど、 2002年くらいで、終わっていたよう

な気がしまして。

浦 学園大の方が中心になってやっていたんです

けれども、その方が卒業されてしまったもので、その

後ちょっとやっていませんね。ホームページご覧にな

りました?焼肉屋マップというのが出ていましたよ

ね。おもしろいとりくみでいうと、北見ってあまり知

られていないんですが焼肉屋さんがすごく多いんで
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すよ。その中で焼肉屋さんを回って、どこにどういう

ものがあるかそういうのを書こうということで、 「焼

肉祭」、そういうようなかたちでお手伝いをしていた

だいていました。さっきのオホーツクビアフェストも

お手伝いしていただいていましたし、こういうのもど

なたか率先してやっていただける方がし、ればやって

いただけるんでしょうけれど。

姉崎 北見大学は観光学科を商学部の中に新しくっ

くりましたけれど、そういう意味ではここは工業の中

に商業の都市で、先ほどもあった技術の拠点だとか中

心都市ですよね、そういう点で重要なアイデアを出す

部局でもあったんじゃないかと思うんですけれど。

浦 それぞれの大学が違った発想で見ていただけ

ると、いろんなおもしろいアイデアというのが出てく

ると思うんですよ。一つのものに対しても見る角度が

違うと違うような見方ができると思うんですけれど、

ですからその中でいいますとーカ所その視点が欠け

てしまうというのは、さっきいったように非常に残念

だと思いますね。

市民・住民の大学に対する見方

上田 個人的なレベルで、結構なんで、すけれども、ご自

身のお子さんを北見の大学に行かせたいと思います

か。それから、 北見市に住んでいる住民の方として北

見市の大学にどんなことを期待されているでしょう

か。

浦 個人レベルの見解としては、私としては、本人

の希望が一番なんでしょうけれど、違うところを見て

もらいたい、という希望はありますね。その大学生活

が終わった後どうなるかというのはまた別の問題だ、

と思うんですけれど、たまたま 18年ここで暮らした

中で、全く違うところで生活してみるというのも一つ

の方法かなと。けっこう勉強になりますからね、やっ

ぱり。自分ひとりで全然違うところで生活して全く風

土の違うところというか。そういう経験をさせてやり

たいなというふうには思っています。それが個人的な

見解です。

そしてもう一つ、北見市民としてでは、大学生はも

っともっと街に出てきてもらいたいですね。街に出て

きてもらっていろんなところでいろんなことをやっ

ているなと。それこそ変な話、また大学生出てきてパ

カなことをやっているなと、それでいいと思うんです

よね。それが学生の特権じゃないかなと私は思います。

だからそれこそ学生だからできることであって少々

無茶なことをやっても、違反するとかいうことじゃな

いですけれど、無茶なことをやってもこれは学生の特

権だなって大目に見てくれる度量を持っている大人

が逆に少なくなってきたから、学生が出てこなくなっ

てきたのかなとも思いますけれどね。学生さんがやる

ことは少々大目に見てやるっていうのが昔の大人だ

ったと思うんですけれどね。それこそ何年か前は工大

の学生さんたちが、そこでお祭りのときとかに酒飲ん

で、ひっくり返っていましたけれども、そんなの良し、か

悪いかは別にして、学生だなと。そういったようなか

たちで本当に学生さんたちもどんどん出てきてもら

いたいですね。そういったようなものがあれば逆にお

もしろいまちづくりができるのかなと思いますね。

いまどこの街でもそうなんでしょうけれど、中心市

街地、中心商庖街が空洞化してしまっているのであれ

ば、学生たちが、何か俺らはこんなこと考えているん

だけれど手伝ってもらえなし、かというのを役所なり

どこかに持ってきてもらえれば、それも一つのきっか

けになってきますよね。そういったようなことで、北

見は実はチャレンジショップというのをやって、これ

は別に学生に限るわけじゃないんですけれども、若い

人たちがやりたいことがあるんであればある程度支

援しますよと。そうい うようなとりくみをやっていま

す。学生さんがそういうようなものを十分利用しても

らって、自分たちこんなに情報を持っているからこん

な発信したいよとか、そういうようなかたちでどんど

んまちをつくっていければな、という気がしますね。

車で今日北見に来られたということですけれど、これ

からまた行かれるときに国道を通って行かれるでし

ょうけれど、おそらく郊外っておそらくどこに行って

も同じような看板しか立っていないような街になっ

た気がするんですよね。もっと違うようなかたちの街

ができればなというような気がするんですけれども、

難しし、かなという気がしますね。

姉崎 公務員が地域の中でかなりの比重を占めると

思うんですが、北見市役所の場合勤めていらっしゃる

方はだいたい道外や道内の他の大学を出て戻ってい

らっしゃる方が多いのか、地域内の大学を出て入られ

る方が多いのか、そのへんはどうなんでしょう か。

浦 相対的な人数で見れば北見市以外が多いんで

すけれど、 1大学でいうと北見工大が 1番で、 2番目

は学園大学だと思います。あと市内の高校を卒業して

入られている方もかなりいますので、出身者でい うと

圧倒的に北見でしょうね。北見工大、北見大学でも他

のところから来られて、ここで学生生活を送られて、

そして役所に就職されているという方もいらっしゃ
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います。

留学生と地域の国際交流

上田 北海学園北見大学が移転してしまった後に、 そ

こはまた留学生を受け入れていくようなかたちの施

設になる可能性が高いというようなお話なんですが、

北見市全体と しては国際交流に対する意識とい うの

はどんな感じなのでしょうか。

浦 国際交流に対する意識といいますか、留学生を

受け入れる制度はやっております。留学生に対する支

援事業という ことで年間1人20万円の支援を行って

います。北見工業大学にもかな りの留学生の方々が来

ていただいておりますし、北見大学についても同じよ

うに留学生がいらっしゃっています。

中国からの留学生の方が全国各地でいろいろな話

題がありましたので、かなり日本の国自体としてビザ

の発給を制限しておりまして、いろいろと制限する部

分だとかそのようなやり方をしているみたいです。で

すから、 いま来られている方というと、たしか韓国の

方が一番多い気がしますね。北見市と しては、 どこの

国の方でもそれはお受けできると、そういう状況には

ございます。

オホーツク地域の大学問連携

石山 浦さんは企画課にいらっしゃってどのくらい

になるのですか。随分長い間携わってこられてきたの

かということがーっと、このオホーツク地域だとやは

り北見が中心都市になると思いますけれど、紋別と網

走と北見の大学が連携して交流事業を 10年くらい前

からずっと毎年行われてきたということなんですけ

れど、それについて支援されていることは何か北見市

としてはあるのでしょうか。

浦 私が企画課長になったのは昨年の 6月です。で

すから 1年と 1カ月くらいです。大学に関する支援

ということですが、大学問交流セミナーというのを毎

年やっております。 北見・網走 ・紋別の大学問の交流

事業をやっておりまして、それぞれの中で行政と して

支援はしております。お金の部分を含めてですね。

石山 毎回市町村を回ってやっておられるというこ

とですが、 北見で、ゃったことはあるんですか。

浦 あります。そこは 3地域持ち回りでというよう

なかたちで、やっております。

道都大学がこの後どう いったようなかたちになる

のか分かりませんが、そういうようなかたちでいろい

ろ学生間交流が進んでいけば、北見だけじゃなくてオ

ホーツク圏として人材の育成ができると思います。せ

っかくこの北海道の東に来たんですけれど、決して

“はずれ"じゃないんですよ。とってもいい街なんで

す。

地方自治体と私立大学

光本 私立大学と地方自治体がどのようにつきあっ

ていくかという ことは全国的な問題になっているに

もかかわらず、一筋縄ではし、かない難しい問題だと思

います。紋別と道都大の問題も同じような状況だと思

うんですが、北見市の場合でも北海学園との関係は切

れたわけで、はないと思いますけれども、北海学園に限

らず、 日赤もそうですけれど、今後、市として私大と

どうつきあっていくか、あるいは学校法人とどうつき

あっていくかということは非常にいろいろお考えに

なっているんじゃないかと思うんですけれども、その

へんの難しさというか、これまでと違う付き合い方と

いうか、どのようにされていこうとお考えでしょうか。

浦 本当に最後に一番難しい質問をされたという

感じなんですけれど、 これから私立大学と 自治体のあ

り方というと、もちろん法人格はまったく別物ですの

で、その中でどういったような協力関係を持っていけ

るのかという ことなんですけれども、大学としてはや

はり何か一つ魅力的なものを持っていないとなかな

か学生さんは集まってこないと思うんですよ。ここの

地域は素晴ら しいという、その魅力をっくり 出すのは

行政かもしれないで、す。でも、この大学が素晴らしい、

ここの部分が素晴らしいというかたちっていうのは

やはり大学さんの努力なんですね、やはり。ここに来

たらこんなことができる、ここに来たらこんなことが

学べるというのは。

その中でできることは協力をし合いながらどんど

んやっていきたいと思うんですけれども、だ、からとい

って、お互いにもたれかかるような関係だけはもう今

後はどうやっても取ることはできないと思うんです。

いくら残したし、からといっても、評価をやり優先的に

と考えたときに、本当にそれでいいんでしょうという

ことが市民に対して説明ができなくなると思うんで

す。

ですから、それはお互いの努力だと思うんです。大

学側がうちの大学はこれだけのものをやっているの

に行政が何もやってくれない、何も手伝ってくれない

ということであれば、それは行政サイ ドが襟を正して

全部新しいまちづくりに対してこうこう こんなこと

を、というふうにやってし、かないとならないでしょう
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し、そこのところというのはある程度、こういう表現

が良いのか分からないですけれど、“つかず離れず"

みたいなかたちですか、そんなに深入りをしなし、かた

ちでの協力関係ができれば一番いいのかなと。抽象的

な答えですが。具体的にいくら支援をしますだとか、

人がこれくらい減ったときにはなんぼ補填しますか

だとか、そんなようなことはこの後どうやってもでき

るような状況じゃないと思し、ますので。

光本 定量的な補填に変わる新しい補填という言い

方がよいのか分かりませんけれども、やっぱり具体的

にはお金だと思うんですよね。市ができることという

のは。その場合、何に対してどういう根拠でお金を出

すのかということが新しい論議ですよね。大学に対し

てお金を出す場合に。それがやっぱり非常に難しい問

題と思うんですけれども。

姉崎 逆にいうと、国立大学が法人化しである種私学

化に近いようなかたちで、全部国でお金が出なくなる。

そういう意味では、国立と私学が競合関係になってく

る。自治体と国立はわりと距離が遠かった部分があり

ますけれども、その部分が選択肢としてもっと視野に

はいってくるんじゃなし、かと思うんです。そのへん難

しいですね。どういうふうにつかず離れずで、いくかと

し、うことが。

光本 大学側としても問題になるところですね。

浦 一つの自治体に一大学ということであればあ

る程度可能な部分もあるかもしれないですけれども、

複数大学となってきたときに、どこにどういうふうに

ウェイトを置くかというのはそれはきちんと説明責

任が必要になってくると思いますし、なかなかそうい

うかたちでというのは難しし、かなと思います。

実際に市が行政としてできるっていうことは、やは

りそのなるべくここの市の人口を減らさないという

ようなかたちのまちづくりをしてし、かないとならな

い。それが市としての魅力だと思うんです。どんどん

人が減っていくような街であると、どうしてもイメー

ジとして衰退しているというような、そんな街にわざ

わざ4年間もということじゃなくて、人が増えていっ

ているんだよ、何か魅力があるんだね、そういう街な

ら4年間暮らしてみたいね、こういうように思ってい

ただくのが一つだと思うんです。

ですから逆にいうと、行政ができるのはそういった

ようなことで、活気のある街だよと。こういうふうに

いろんな方に思っていただける街、そのような街をつ

くっていくことが、ひいては学生さんも来ていただけ

ると。もちろん大学としてもいろいろやっていただく

ことはあるんですけれども、大学と街との今後の関係

というと、おそらくそういったような関係になってい

くのではなし、かなという気がします。お金ということ

じゃなくて。

姉崎 どうもお忙しいところありがとうございまし

た。


